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顎関節脱臼をきたした下顎頭異常吸収の一例

　……………駒井　豊一・山ロ　ー成・大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…　57

ストレッサーとしての歯科外来処置一特に精神鎮痛法の効果について一

　……………岡村　　悟・水間　謙三・大坂　博伸・中里　滋樹・山ロ　ー成

　　　　　　中塚　道郎・中込　和雄・藤岡　幸雄・岡田　一敏・涌沢　玲児…　58
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下顎5切歯の1例…………戸塚　盛雄・小川　光一・福田

Le－Fort　I型骨切り術による陳旧性上顎骨々折の1治癒例

　……………………………大屋　高徳・松井　美夫・二瓶

　　　　　　　　　　　横田　光正・水間　謙三・藤岡

容子・小野　　実…　58

　徹・大坂　博伸

幸雄……………・…・・59

第17回例会　歯原性裏胞に出現するhyaline－bodyの走査電顕所見ならびにX線微小分析所見につ

　　　　　　いて…・……………・・………………………武田　泰典・守田　裕啓・鈴木　鍾美…133

　　　　　　マウス舌下腺における穎粒管細胞の出現と加齢に伴う変化について

　　　　　　　……………・…・・…………坂倉　康則・石関　清人・立花　民子・名和榿黄雄…133

　　　　　　マウス顎下腺細胞質におけるアンドロゲン・レセプターに及ぼす去勢ならびに性ホル

　　　　　　モンの影響…太田　　稔・佐藤　詔子・根本　孝幸・根本　優子・客本　斉子…133

　　　　　　一戸町における小児う蝕有病状況と今後の歯科保健活動一地元開業医の立場から一

　　　　　　　……………’…”……………・・…・…………・…・…・……………・…・・…東山　敬貴…134

　　　　　　咬合異常により顎口腔系に重篤な機能障害を呈した1例

　　　　　　　・・………………・…・・……………・………渡辺　秀宜・深沢太賀男・森岡　範之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土門　宏樹・古川　良俊・石橋　寛ニ…134

　　　　　　口内法とオルソパントモグラム撮影時の被曝線量にっいて

　　　　　　　………・……・…・……・…・………・………今沢　 優・渡辺　 律・新里真理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤美智恵・前田　光義・坂巻　公男…135

　　　　　　若年者における歯周疾患の臨床的分析について

　　　　　　　……………・…・・…………熊谷　敦史・中林　良行・鎌田　英史・及川　　智

　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　祥充・松木　健二・上野　和之…………・……・・135

　　　　　　歯周症，いわゆる若年性歯周炎と診断された症例の臨床経過について

　　　　　　　・………・………・…………佐藤　仁哉・佐伯　厚夫・渋井　　発・佐々木　秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸橋　一成・森川　伸彦・菅原　教修……・…・………・136

第18回例会　咽頭から分離されたS励妙Zococcμs鋤τeμsの薬剤感受性について

　　　　　　　・……………・…・…………高橋　義和・田近志保子・本田　寿子・金子　　克…243

　　　　　　　ラット顎下腺の加齢に伴う形態学的変化

　　　　　　　……………佐島三重子・板垣　光信・封島　壽夫・菊地　博生・鈴木　鍾美…243

　　　　　　　ヒト顎下腺由来上皮性細胞株（HSG）のヌードマウスへの移植

　　　　　　　……………畠山　節子・金子　良司・武田　泰典・佐藤　方信・鈴木　鍾美…244

　　　　　　予診新患登録による最近9年間の外来患者の動向

　　　　　　　…………・……・・……・・…………・………小川　光一・石井由美子・戸塚　盛雄…244

　　　　　　スケーラーの歯周ポケット内到達度と操作性一とくにグレーシーキュレットにっい

　　　　　　て………………・・…………鎌田　英史・菅野　　健・松木　健二・石川　和史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺好郎・高山　透・中林良行・菅原教修…244
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歯牙と係わりあると思われた術後性上顎嚢胞の症例について

　………………・……・……………・………藤原　秀世・横田　光正・宮沢

　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋　高徳・藤岡　幸雄・坂巻

陳旧性下顎骨々折の観血的整復術の1治験例

　…・・……………・…・………・……・………大屋　高徳・伊藤　信明・工藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤岡　幸雄・清野　和夫・石橋

政義

公男…245

啓吾

寛ニ…245
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著ヒト舌における軟骨組織の病理学的研究第3報軟骨腫性病変

　　　………・……・…・・…・……………・………武田　泰典・宮沢　秋裕・菊地　博生…　1

　　口腔底領域における超音波診断

　　　……………・…・・…………小豆島正典・後藤美智恵・小松　賀一・伊藤　　秀

　　　　　　　　　　　　　　渡辺　　律・今沢　　優・前田　光義・坂巻　公男…　6

　　ヒト副耳下腺の組織学的検討、とくに粘液細胞の出現について

　　　・……………・……………………・………武田　泰典・佐々木利明・野坂洋一郎…　47

　　含歯性裏胞ならびに原始性裏胞に関する病理学的研究………………黒田　雅行…　55

　　前頭筋バイオフィードバックによる咬筋の弛緩訓練効果と心理特性との関連について

　　　…・・……………・…………土門　宏樹・深沢太賀男・森岡　範之・藤沢　政紀

　　　　　　　　　　　　　　本田富美子・菊地　　賢・石橋　寛ニ………・………・・71

　　硬組織成長線鉛描記法と類骨組織染色法の同時応用に関する検討

　　　…・……………・・…………遠藤　　実・熊谷　啓二・田中　久敏・武田　泰典…　78

　　髄床底部の穿孔の処置法に関する実験的研究

　　　………・……・…・…・…・…………・………石田　達郎・浜口　雅明・斎藤　裕志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上　直美・鈴木　哲男・武田　泰典…　85

　　岩手医科大学歯学部附属病院における過去15年間の全身麻酔下手術症例の臨床統計

　　的観察………・………・……・水間　謙三・中里　滋樹・岡村　　悟・金沢　治樹

　　　　　　　　　　　　　　佐藤　雄治・山ロ　ー成・藤岡　幸雄……・…………・・127

　　エプーリスの病理学的検討　第1報：症例の概要

　　　……・………・…・…………福田　容子・戸塚　盛雄・武田　泰典・鈴木　鍾美…136

　　ラット顎下腺の加齢に伴う形態学的変化一とくに腺房細胞について一

　　　………・・………・…・…・…………・………佐島三重子・久米田俊英・鈴木　鍾美…142

　　岩手医科大学歯学部附属病院における最近9年間の新来患者の臨床統計的観察

　　　………・・………・…………・・……・………小川　光一・石井由美子・戸塚　盛雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長田　亮一・松丸健三郎・上野　和之…149

　　ラット歯肉上皮の微細構造にっいて……山森　徹雄・石橋　寛二・武田　泰典…161

　　老化促進モデルマウス（SAM－P／2）舌の組織構成の遂齢的変化にっいて

　　　……………………………佐藤　方信・佐島三重子・板垣　光信・鈴木　鍾美…172

　　口腔感染症の閉鎖腫瘍らから分離された嫌気性菌について

　　　……………本田　寿子・田近志保子・高橋　義和・外川　　正・金子　　克…177

　　心身障害者の口腔所見　第1報：とくに精薄者最重度集団のカリエスと歯周疾患につ

　　いて…………小川　雅之・佐伯　厚夫・熊谷　敦史・村上　徳行・上野　和之…188

　　マウスにおけるmethamphetamineおよびmorphineの垂直および水平運動に及ぼ

　　す効果……・…………・……・伊藤　忠信・村井　繁夫・陳　　慶勲・大久保　昇

　　　　　　　　　　　　　　児玉　厚三・中野　錦吾・金沢　治樹…………………195
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症例報告下顎智歯迷入歯根による慢性顎下腺周囲炎の1例

　　　　　　　　…・…・・……及川　　理・高瀬厚太郎・大和田剛史・結城　勝彦・関山　三郎…　11

　　　　　　　永久歯に見られた内部吸収の3症例

　　　　　　　　・・………………・…………遠藤　正道・桑原　恵美・西須　栄治・武田　泰典…　16

　　　　　　　上顎洞アスペルギルス症の1例

　　　　　　　　……………佐藤　方信・金子　良司・封馬　壽夫・鈴木　鍾美・前田　康博…　23

　　　　　　　咬合接触の異常に起因する顎機能障害の1症例

　　　　　　　　…・……………・・………・………・・………深沢太賀男・森岡　範之・伊藤　邦彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村　英敏・佐瀬　達男・石橋　寛ニ…　27

　　　　　　　岩手医科大学歯学部附属病院における過去10年間の全身麻酔下緊急手術症例の臨床

　　　　　　　統計観察……野舘　孝之・水間　謙三・岡村　　悟・駒井　豊一・中里　滋樹

　　　　　　　　　　　　　藤岡　幸雄・木村　貞昭・岡田　一敏・涌沢　玲児・………………・・94

　　　　　　　硬組織形成をともなったhamartoma　of　dental　laminarestの1例

　　　　　　　　……………………………・…・…・………武田　泰典・鈴木　鍾美・外川　　正…101

　　　　　　　乳歯に見られた内部吸収の一症例………遠藤　正道・桑原　恵美・武田　泰典…106

　　　　　　　左右両側性に出現した下顎の過剰小臼歯の一症例

　　　　　　　　…………・・……・…………………………武田　泰典・小川　武裕・野坂洋一郎…202

　　　　　　　嵌入脱臼歯の一治験例とその歯髄組織の病理所見

　　　　　　　　・・………………・……・………・…・………板垣　光信・武田　泰典・鈴木　鍾美…211

　　　　　　　ダウン症候群の歯周組織所見について　3例報告

　　　　　　　　……………・・…・……………・…・・………佐伯　厚夫・佐藤　良雄・熊谷　敦史

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂山　康俊・油井　孝雄・上野　和之…217

講 座高血圧一特に血圧の動揺性と調節一………・………・・………………高橋栄司…112

シンポジウム 「インプラントの現況と将来への展望」（岩手医科大学歯学会第10回総会

1984年10月）………・・………・…………梅原　正年・鈴木　鍾美・遠藤　隼人…224

第10回総会　近年の岩手県および我国における歯科医師数の増加とその地域格差

　　　　　　　　……………田沢　光正・宮沢　正人・稲葉　大輔・飯島　洋一・片山　　剛…　37

　　　　　　　歯肉毛細血管内皮細胞の組胞骨格の分布

　　　　　　　　…・…………・…・…………会田　則夫・藤村　　朗・伊藤　一三・野坂洋一郎…　37

　　　　　　　ラット歯根膜における歯原上皮の増殖変化に関する実験的研究……嶋中　豊彦…　38

　　　　　　　歯髄から同側大脳皮質SIに投射する経路の電気生理学的ならびに形態学的検索

　　　　　　　　……・・…………・……………・…・・………松本　範雄・佐藤　　匡・鈴木　　隆…　38

　　　　　　　ラット顎下腺アンドロゲンレセプター（第二報）

　　　　　　　　・…・・………………………根本　孝幸・根本　優子・佐藤　詔子・客本　斉子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒川　理樹・馬場　利恵・太田　　稔…・……………・・39
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血圧の動揺性にっいて…・……………・…・……・………・……・…………高橋　栄司…　39

2根を有する上顎右側側切歯の1治療経験……………安藤　良彦・菊地由起子…　39

ファイル根管内破折に関する臨床的研究……・…………・……・………外川　　正…　40

Check　Bite法の臨床的検討　その1．　Check　Bite法とPantronic法の比較

　……………関合　正行・小野　章宏・古館　隆充・金森　敏和・田中　久敏…　40

局麻剤による重症ショック既往を有する患者2症例の歯科治療経験

　………・……・…・・……………・…・………中里　滋樹・新津　二郎・千葉　寛子…　41

下顎関節突起骨折に対するキルシュナー綱線による固定の2例

　……………塚本　行雄・小早川隆文・山ロ　ー成・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…　41

過去10年間の全身麻酔下緊急手術症例の臨床統計的観察

　……………野舘　孝之・水間　謙三・木村　貞昭・岡村　　悟・駒井　豊一

　　　　　　藤岡　幸雄・関山　三郎・岡田　一敏・涌沢　玲児・………………・・42

ポケットプローペ，スケーラーの歯周ポケット内到達度について

　・・………………◆…………鎌田　英史・清水　隆公・高山　　透・森川　伸彦

　　　　　　　　　　　中林　良行・菅原　教修・上野　和之………・・…・・…・・43

トンガ人成人の歯科疾患…………………………………田附　敏良・亀谷　哲也…　43

基礎教育における咬合調査に対する検討

　……………清野　幸男・八木　　實・三浦　廣行・亀谷　哲也・石川富士郎…　44

第19回例会　歯面清掃研磨器の歯質及び修復材の表面性状におよぼす影響

　　　　　　　……………………………久保田　稔・遠藤　　修・安藤　良彦・佐藤　　保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋　和郎・菊地由起子・熊谷　敦史…………………119

　　　　　　　コンポジットレジンの吸水に関する研究

　　　　　　　……………………・…・…………・………菊地由起子・中嶋　和郎・久保田　稔…119

　　　　　　永久歯に見られた内部吸収の3症例

　　　　　　　……………………………遠藤　正道・桑原　恵美・西須　栄治・武田　泰典…120

　　　　　　雌雄マウス顎下腺アンドロゲン・レセプターの細胞ならびに核内分布について

　　　　　　　……………………………太田　　稔・客本　斉子・黒川　理樹・馬場　利恵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　根本　孝幸・根本　優子・佐藤　詔子…………・…・…・121

　　　　　　S舵餌ococcμs獅鋤ηs菌株のフッ素感受性の比較

　　　　　　　……………・・…・…・……・………・………稲葉　大輔・飯島　洋一・宮沢　正人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田沢　光正・片山　　剛・長田　　斉…121

　　　　　　血圧の動揺性と血中カテコールアミン…………………高橋　栄司・小沢　正人…122

　　　　　　予診新患登録者数の月変動と長期変動について

　　　　　　　…・・……………・……・・…………・………小川　光一・戸塚　盛雄・一戸　孝七…122

　　　　　　歯科治療時の恐怖感が自律神経に及ぼす影響

　　　　　　　……………水間　謙三・中里　滋樹・木村　貞昭・山ロ　ー成・藤岡　幸雄

　　　　　　　　　　　　遠藤　　修・瀧　　健治・岡田　一敏・涌沢　玲児・高橋　栄司…123
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　　　　　　　模型硬化剤が石こう表面に及ぼす影響・………………・・佐藤　　保・久保田　稔…123

　　　　　　　超音波振動を応用した根管内破折ファイルの除去について

　　　　　　　　…・……………・・…………・……・・………加園　真樹・鈴木　　尚・石橋　真澄…124

第20回例会　舌痛症の診断と治療法に関する検討……南部淑文・金沢治樹・山ロ　ー成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…231

　　　　　　　Palatal　island　flapによる軟口蓋再建の一例

　　　　　　　　……………………………柴田　貞彦・福田　喜安・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…231

　　　　　　　エプーリスの病理学的検討　第1報症例の概要

　　　　　　　　………・…・……・…………福田　容子・沢口　通洋・石川富美子・戸塚　盛雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地　博生・武田　泰典・鈴木　鍾美…………・……・・232

　　　　　　　大脳皮質体性感覚領SIへの歯髄性入力は視床の何処で中断されるか？

　　　　　　　　…………松本　範雄・奥田　和久・佐藤　　匡・小笠原幸三郎・鈴木　　隆…233

　　　　　　歯胚の三次元的培養法とその微細構造にっいて

　　　　　　　　・・………………・…………坂倉　康則・石関　清人・立花　民子・名和橿黄雄…233

　　　　　　　口腔感染症の閉鎖腫瘍から分離された嫌気性菌にっいて

　　　　　　　　…・………・……・…………・・……・………本田　寿子・田近志保子・浜田　育男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　義和・外川　　正・金子　　克…234

　　　　　　歯の垂直的移動（挺出）に伴う周囲組織の改造変化に関する研究
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歯科外来観血処置を必要とした虚血性心疾患の検討

　……………中里　滋樹・岡村　　悟・水間　謙三・藤岡　幸雄・涌澤　玲児…108

特別講演　歯の進化について……………・・…・……・………・…・…佐伯　政友…102
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第29回例会　体腔管式パノラマ撮影法における頭頸部積分線量について

　　　　　　　　・・………………・……・・…………・………中島　亨・柳澤　泰・六本木崇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木美智恵・小豆島正典・坂巻　公男・・147

　　　　　　　反対側頸部後発転移のみられた進展癌の2例

　　　　　　　　…・…・…………・…………村上　裕子・横田　光正・渋井　　暁・東海林　克

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良　栄介・福田　喜安・大屋　高徳・工藤　啓吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤岡　幸雄・鈴木美智恵・小豆島正典・坂巻　公男…147

　　　　　　　歯肉付着上皮の加齢に伴う形態学的変化

　　　　　　　　………・・………・………・……・…・………佐島三重子・佐藤　方信・鈴木　鍾美…148

　　　　　　　生体活性ガラス人工歯根の臨床経過について

　　　　　　　　……………亀谷　哲也・中野　廣一・八木　　實・清野　幸男・石川富士郎

　　　　　　　　　　　　　工藤　啓吾・藤岡　幸雄・福田　喜安・石橋　寛二・塩山　　司・・148

　　　　　　　口腔外科領域における各種骨補填材料の基礎的・臨床的検討

　　　　　　　　……・……・……・…………斎藤　善広・大屋　高徳・武田　泰典・藤岡　幸雄…149

　　　　　　　頬骨弓骨折に対する手術法の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　とんめ　　　　し　　　　ノづ　　　　ベヒ　　ロ　　　　ノコ　　　　よ　トサ　　　　　のぬ　　　　　　　　’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”…’’’’’’’”小原　　鰍1守’⊥州　　1己1号’慎田　　ノL⊥二’〈IW　　　伯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤根　浩樹・大屋　高徳・藤岡　幸雄…………………　149

第30回例会　ELISAによるA群レンサ球菌のM型抗体の測定

　　　　　　　　……・…・………・…………田近志保子・本田　寿子・佐々木　実・金子

　　　　　　　窒化チタニウムプレートにおけるX線光電子分析

　　　　　　　　・・………………・・…・……………・………関　　克典・大屋　高徳・藤岡

　　　　　　　根尖孔および根尖部歯根面のSEMによる観察・…・……………・……山田

克…151

幸雄…151

康平…151
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原 著Dual　energy　Xray　absorptiometoryによるヒト下顎骨骨塩定量に関する研究

　　　・…・……………・……………………………・……・…………………・…佐藤　重信…　　1

　　特異的、非特異的免疫賦活時におけるマウス自然発生癌の免疫応答

　　　……………………………・・……・………・・………・……………・・…・…阿部美智夫…　15

　　S⑳妙ZOCOCCμS⑳‘dεηη磁sの産生するδ毒素の性状と生物活性

　　　………・………・・……・…・………・……・…・………・……佐々木　実・金子　　克…　25

　　若年者における歯周疾患の細菌学的検索

　　　………・………・・…………八重柏　隆・梁川　輝行・熊谷　敦史・佐藤　仁哉

　　　　　　　　　　　　　　上野　和之・本田　寿子・金子　　克………・………・・32

　　舌小帯短縮症に関する研究一正常児と短縮児との比較一

　　　　・……・……熊谷　仁志・野坂久美子・佐藤　輝子・辺見　夏樹・甘利　英一…　38

　　マウス視床下部モノアミン、アセチルコリンおよびギャバ神経系に及ぼすフッ化ナト

　　リウムの影響・………………・…………………………・・………・・………菊月　圭吾…　57

　　Colchicine投与後のマウス切歯odontoblastsにおける3H－glycineと3H－serineの取

　　り込みに関する研究………・………・…・……………・・…・………・……・・黒田　直寿…　65

　　鶏胚頭頂骨器官培養におけるレチノイン酸および活性型ビタミンD3の骨形成に及ぼ

　　す影響………………………………・…・……・…・………・…・……………鈴木洋之介…　84

　　ハムスター舌におけるリンパ管径路の研究……………・…・…・………奈良　栄介…　95

　　テストステロン投与によるマウス顎下腺アンドロゲンレセプター局在の変動と核内リ

　　ン酸化能の充進………………・・…・……………・………………………・・吉田　元彦…139

症例報告　顎動脈走行異常の一例………………・…・藤村　朗・陳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　會田　則夫・大澤

　　　　　　広範な義歯性線維腫に対する粘膜保存手術法の臨床的研究

　　　　　　行の2例について一・………・………・…佐々木　統・大屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福田　喜安・工藤

寛宏・遠藤　哲彦

得二・野坂洋一郎…109

一とくに前庭拡張同時施

高徳・八木　正篤

啓吾・藤岡　幸雄…150

第16回総会　五所川原地区3歳児健診で行った咬筋運動の測定に関する試行

　　　　　　　1．筋電図法の活用………………・・…・…亀谷　哲也・中野　廣一・田附　敏良

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　和朗・石川富士郎・山田　好秋…157

　　　　　　五所川原地区3歳児健診で行った咬筋運動の測定に関する試行

　　　　　　　2．咬合力測定の活用……・…………・・…中野　錦吾・亀谷　哲也・中野　廣一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田附　敏良・石川富士郎・山田　好秋…157

　　　　　　岩手大学の歯科検診における新しい試み

　　　　　　　……………佐藤　浩子・下舘まなぶ・工藤　英明・寺田林太郎・久保田　稔…158

　　　　　　新しい圧痛測定システム…………・…・…・奥田　和久・東海林　理・石橋　寛ニ…158

　　　　　　　グラスアイオノマーセメントの硬化初期における色調変化

　　　　　　　…・・……………・…………・……・・………川嶋　敏宏・山井恵美子・久保田　稔…159
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歯科用注射針の先端に付着していた異物に関する考察

　……・・…………・……………………・……・………・……川嶋　敏宏・久保田　稔…159

3種類のACh受容体に及ぼす低酸素細胞放射線増感剤の阻害効果

　・……………・…・・………………・・………鈴木美智恵・小豆島正典・坂巻　公男…160

培養液のProstaglandin　E　2濃度と骨のコラーゲン産生量の関係について

　…・……・………・………・・………・………永井　雅純・鈴木洋之介・太田　　稔…160

紅蓼成分の牛副腎髄質細胞からのカテコールアミン遊離に対する影響

　……………………………・……◆・………工藤　賢三・赤坂　善昭・宮手　義和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋　栄司・立川　英一・池田　　實…160

タンニン酸を用いた口腔周囲組織の血管透過性について

　……………………………野坂洋一郎・藤村　　朗・會田　則夫・遠藤　哲彦…161

歯科材料細胞毒性試験におけるFlow　Cytometryの応用に関する基礎的研究

　…・……………・・………・・………・………小山田勇樹・久保田稔・名和橿黄雄…161

根尖部根管内面のSEMによる観察（第2報）

　………………・…………・………・………亀山　周郎・山田　康平・石橋　真澄…162

下顎無歯顎患者に応用したオッセオインテグレーテット・インプラントの臨床経験

　……・・…………・・…・……………・………岡村　　悟・中里　滋樹・千葉　寛子…162

乳歯癒合歯保有者の顔貌の特徴一モアレトポグラフィー法による3次元的解析一

　・・………………・………・・………・………印南　洋伸・野坂久美子・甘利　英一…163

総義歯装着患者の頭部エックス線規格写真分析について一残存歯槽堤の形態と咬合

平面との関連一　…………平松　　浩・熊谷　啓二・宮林　耕平・柿沢　利枝

　　　　　　　　　　　　柏崎　　潤・虫本　栄子・田中　久敏…・……………・・163

顎関節内障における関節円板に関する研究一特にMR画像について一

　……………………………関　　浩二・小早川隆文・青村　知幸・加納　　良

　　　　　　　　　　　　土井尻康浩・佐藤　　仁・岩田　信浩・笹原　健児

　　　　　　　　　　　　大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄・………………・・163

顎関節鏡視法

　……………青村　知幸・小早川隆文・宮手　浩樹・長浜　博道・佐藤　友美

　　　　　　関　　浩二・壇上　　達・大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…164

大臼歯欠損患者の咀囎機能に関する研究一長期の片側咀囎習慣のある臨床例に対す

る義歯装着1ヵ月後の経過一

　……………・…・・…………虫本　栄子・二唐　幾雄・野坂　庸子・田中　久敏…164

Sturge　Weber症候群患者の麻酔経験

　……………………………鹿内　理香・渋谷　　徹・久慈　昭慶・佐藤　雅仁

　　　　　　　　　　　　野坂久美子・佐藤　輝子・甘利　英一・城　　茂治…165

3pトリソミー症候群患者の全身麻酔経験

　……………・…・・…………佐藤　雅仁・渋谷　　徹・久慈　昭慶・鹿内　理香
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　　　　　　　　　　　佐藤　輝子・野坂久美子・甘利　英一・城　　茂治…166

重症筋無力症患者の麻酔経験

　……………・・…・…………渋谷　　徹・久慈　昭慶・佐藤　雅仁・鹿内　理香

　　　　　　　　　　　中村ますみ・関山　三郎・城　　茂治……………・…・・166

甲状腺癌転移との鑑別を要した静脈石を伴った顎下部血管腫の一例

　・…・……………・…………笹原　健児・遠藤　光宏・八幡智恵子・東海林　克

　　　　　　　　　　　福田　喜安・横田　光正・大屋　高徳・工藤　啓吾

　　　　　　　　　　　藤岡　幸雄・小豆島正典・武田　泰典・佐々木　純…166

NIHに一年間留学して…………………………………………………藤村　　朗…167

当院における唇顎口蓋裂患者の臨床統計的観察一中央矯正歯科クリニックの場合一

　…………・…・…・…………・…・…・………鈴木　純一・永井　　格・小松　世潮…167

当院における外科矯正患者の臨床統計的観察一中央矯正歯科クリニックの場合一

　……・……・……・…………・…・…・………鈴木　純一・永井　　格・小松　世潮…168

特別講演：臨床をみすえた治癒の病理一ペリオを中心に　・・……・…下野　正基…165

第31回例会　当科における顎関節症200例の治療成績一とくにアンケート調査による遠隔成績の

　　　　　　検討一　……檀上　　達・佐藤　友美・小早川隆文・青村　知幸・加納　　良

　　　　　　　　　　　　土井尻康浩・岩田　信浩・佐藤　　仁・関　　浩二・笹原　健児

　　　　　　　　　　　　大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄……………◆…・………………・169

　　　　　　進行性筋ジストロフィー症患者の顎関節と下顎骨形態の関連性について一X線写真

　　　　　　　による所見を中心に一…金野　吉晃・三浦　廣行・亀谷　哲也・石川富士郎…169

　　　　　　金属アレルギーに関する疫学的調査について

　　　　　　　………・・………・…………青木美佳子・細川　　貢・佐藤　　克・石川　成美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　古川　良俊・石橋　寛二・井上　昌幸………・………・・170

　　　　　　cholchicine投与マウス切歯の細胞分泌に関する影響について

　　　　　　　…………・・……・……………・・…・…………・……・・……黒田　直寿・名和橿黄雄…170

　　　　　　舌・口底癌による下顎の切除・再建と臨床経過に関する検討一特にアンケートの調

　　　　　　査の結果について一

　　　　　　　……………八幡智恵子・笹原健児・大内　治・瀬川　清・渋井　暁

　　　　　　　　　　　　福田　喜安・横田　光正・大屋　高徳・工藤　啓吾・藤岡　幸雄…171

　　　　　　試作ユージノール含有グラスアイオノマーセメントの基礎的性質（第2報）

　　　　　　　…………・・……・……………・・…・………佐々木　元・小山田勇樹・久保田　稔…171

　　　　　　市販ガリウム合金硬化物のSEMおよびEPMA分析

　　　　　　　・………・………・…………………………中島　　薫・真田　幸英・久保田　稔…172
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第32回例会　全身麻酔下における歯科処置内容についての考察

　　　　　　　　…………・・……・…………島津　聡子・野坂久美子・守口　　修・駿河由利子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辺見　夏樹・印南　洋伸・佐藤　輝子・小野　玲子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甘利　英一・久慈　昭慶・鹿内　理香・城　　茂治…173

　　　　　　　粉末飼料飼育ラットにおける下顎枝内部構造の検討…・……………・・添野　一樹…173

　　　　　　　顎動脈走行異常の一例・…………・……・…藤村　　朗・遠藤　哲彦・會田　則夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大澤　得二・野坂洋一郎………・・………・174

　　　　　　　我国における舌癌剖検症例一日本病理剖検酸輯報による1987年度の集計一

　　　　　　　　……………佐藤　方信・大津　匡志・大島　　忍・吉村　法子・鈴木　鍾美…174

　　　　　　　両側陳旧性関節突起骨折に対する下顎頭付チタヌムプレートによる関節置換術

　　　　　　　　……………・・…・…………檀上　　達・大屋　高徳・小早川隆文・小原　敏博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡智恵子・金野　俊之・関　　克典・笹原　健児

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹中　一哉・工藤　啓吾・藤岡　幸雄………………・・’174

　　　　　　　多発性顎・顔面骨折に対するミニプレート固定の検討

　　　　　　　　………………………・………・…・………大屋　高徳・遠藤　光宏・関　　克典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡智恵子・大村ひろみ・藤岡　幸雄…175
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特別寄稿　口腔悪性腫瘍の臨床について………・………・・…………・……・・………藤岡

　　　　　　　1．Clean　dental　practiceのすすめ

　　　　　　　n．医学史を通して思う歯学概論…・…・，………………………・…・・…石橋

幸雄…　65

真澄…113

原 著

固形飼料ならびに粉末飼料飼育ラットの咀噌筋機能および下顎枝の成長発育に関する

研究………………・・…………・……・・………・………・・………・……・…・・添野　一樹…　　1

マウス自然発生癌の腫瘍内浸潤リンパ球に関する研究………………高橋　　衛…　16

ヒドロキシアパタイト頼粒による骨膜下埋植および顎骨欠損部の補填に関する実験的

研究一人工血管（EPTFE）チューブによる埋植部の形態維持について一

　…………・……・・……・・…………・…・・……………・…………・・……・…竹中　一哉…　33

ガリウム合金の走査型電子顕微鏡およびX線微小部分析による金属組織学的研究

　…・………・……・…………中島　　薫・真田　幸英・市丸　俊夫・久保田　稔…　76

Dμc舵ηηo型筋ジストロフィー症患者の顎関節形態および下顎骨形態に関する研究

　・…・……………・…・……………・・………金野　吉晃・三浦　廣行・天日　久子

　　　　　　　　　　　　　　　　　亀谷　哲也・石川富士郎・秋元　義巳…　82

舌動脈の共同幹起始についてのX線解剖学的研究

　…・………・……・…………藤村　　朗・大澤　得二・會田　則夫・遠藤　哲彦

　　　　　　　　　　　大滝　　洋・石井　秀彦・南幅　真治・本田　治英

　　　　　　　　　　　佐々木利明・伊藤　一三・野坂洋一郎…………………　92

小児における頭顔面部の生体計測にっいて一日本人と中国人との比較一

　……………夏　　善福・野坂久美子・甘利　英一・黒田　政文・黒田　雅行

　　　　　　高　　　檸・張　　春鳳・羅　　徳宏・張　　仁徳…………………　131

サブトラクションフィルムを用いた口内法フィルム現像のQuality　Assuranceの研

究………・………・・……・…………・…・……………・’…・……………・・…・柳沢　　泰…143

マウス視床下部モノアミン、アセチルコリンおよびギャバ神経系に及ぼすフッ化ナト

リウムの影響補遺（マウス分割脳部位のモノアミン神経系に及ぼす影響）

　・…・……………・・………・………・…………・・……・……・・…………・…菊月　圭吾…153
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気管支平滑筋の収縮および細胞内カルシウム濃度に及ぼすハロセンの影響

　……………佐藤　雅仁・杉村　光隆・久慈　昭慶・鹿内　理香・鹿内　靖子
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　　マウス顎下腺におけるエステロプロテアーゼ（TAMEase）におよぼすプロスタグラ

　　ジンの影響………………・・…………・……・・……………・…・・……・……渋井　　暁…　54

　　ブタ気管支平滑筋の収縮および細胞内Ca2＋イオン濃度に対するカフェインの作用

　　　・…・……………・…………佐藤　雅仁・久慈　昭慶・鹿内　理香・佐藤　　裕

　　　　　　　　　　　　　　佐藤　健一・坂本　　望・城　　茂治…・……………・・75

　　口腔からのSZαρyZOCOCCμSαμ邪2μSの分離と抗菌薬感受性

　　　………………………………・・…・………石山　京子・田近志保子・金子　　克…　84

　　ゴールデンハムスターの舌におけるリンパ管の走行…陳　　寛宏・藤村　　朗…　91

第37回例会　わが国における舌癌剖検症例の検討一日本病理剖検輯報による1990年度の集計一

　　　　　　　　……………………・・……………・………佐藤　方信・佐藤　泰生・藤井　佳人…133

　　　　　　　岩手医科大学歯学部附属病院における全身麻酔症例の検討一最近3年間の統計的観

　　　　　　　察一　…………令……・……・城　　茂治・杉村　光隆・久慈　昭慶・佐藤　雅仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿内　理香・佐藤　健一・佐藤　　裕・佐野　滋子…133

第38回例会　歯根形態の年代差、特に小臼歯歯根にっいて

　　　　　　　　……………………………・・……・………千葉　　充・亀谷　哲也・石川富士郎…135

　　　　　　　乳歯列の永久歯列形成に与える影響について

　　　　　　　　………………………・・…………◆………佐藤　輝子・野坂久美子・甘利　英一…135

　　　　　　　平成5年度解剖学実習において遭遇した眼窩下孔副孔の一例

　　　　　　　　……・…………・・…………寺田　　裕・鶴田　博文・相場　隆広・鮎瀬　　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒　　光毅・藤村　　朗・野坂洋一郎…・…・…………・136

　　　　　　　試験成績と学生による講義の評価・………………・……・…………・・…・佐藤　方信…136

　　　　　　　診断に苦慮した開口障害の一例

　　　　　　　　…・……………・・…………菅　　友弥・石川　義人・八幡智恵子・青村　知幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　樋口　雄介・福田　喜安・大屋　高徳・工藤　啓吾…137
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アルジネート印象溶解除去液のトレー腐食に関する研究

　……………一戸　庸子・南　　清隆・小山　昌子・工藤　義之・久保田　稔…137

GABAA－receptor応答に対する1idocaineの阻害効果

　………………・………………・…・………栃内　明啓・染井　宏祐・依田　淳一

　　　　　　　　　　　　　　　　　大江　政彦・奈良　一彦・鈴木　　隆…138

歯科臨床におけるメチシリン耐性ブドウ球菌の汚染について

　……………・…・・…………梁川　輝行・西尾　俊彦・富樫　正幸・鈴木　靖子

　　　　　　　　　　　白戸　　裕・熊谷　敦史・八重柏　隆………………・・138

歯周ポッケトより分離した溶血レンサ球菌の定量と菌種の分布

　……………田近志保子・金子　　克・八重柏　隆・富樫　正幸・上野　和之…139
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＞　歯学談話会総目次　　　岩手医科大学歯学雑誌1巻1号に繊

第1回本学外来患者の趨勢
　　　　　　　石橋　真澄・和田　勝夫・本谷　　昭・山崎　守義

第2回合成樹脂性印象材を応用した動的印象法について

　　　　　　　中嶋　武・西郷典安・大沢憲二

第3回兎唇，口蓋裂患者の矯正学的観察（症例提示）と今後この種症例に対しての歯科診療

　　　　　　　計画への提案

　　　　　　　石川富士郎・遠藤　　孝・亀谷　哲也

第4回小児歯科外来患者の実態にっいて
　　　　　　　甘利　英一・両川　辰雄

第5回歯槽骨骨梁のX線学的観察（1）Condensing　Ostitis｝こっいて

　　　　　　　柳沢　　融・吉田和彦

第6回歯の自家移植臨床成績
　　　　　　　工藤　啓吾

第7回根管治療の予後について（2，3の症例検討）
　　　　　　　石橋　真澄・和田　勝夫・八幡　昌介・本谷　　昭・照井　保之・山崎　守義

第8回即時義歯の問題点について
　　　　　　　沢木　　新・懸田　利孝・中嶋　　武・西郷　典安・大沢　憲二

第9回歯科臨床における頭部X線規格写真法について

　　　　　　　石川富士郎

第10回乳歯ウ蝕と乳歯の歯質一特にエナメル質について一

　　　　　　　甘利　英一・官城　隆司・佐藤久美子・両川　辰雄

第11回歯科パノラマ撮影法
　　　　　　　柳沢　　融

第12回兎唇，口蓋裂児の言語治療方法にっいて

　　　　　　　佐藤久美子
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第13回歯の長さについて
　　　　　　　恩田　千爾

　　　　　　　顎骨移植の研究について

　　　　　　　中村　平蔵

第14回1．診療室における小児の状態について
　　　　　　　甘利　英一

　　　　　　　2．S’γθρZococcμs＆b．　e．について

　　　　　　　冨沢万之助

第15回1．下顎骨歯槽部の骨形成について
　　　　　　　鈴木　和夫・大門　建夫

　　　　　　　2．岩手県僻地の児童生徒の歯科検診ならびに体位，口腔衛生意識の調査にっいて

　　　　　　　和田　勝夫

第16回1．唾液の分泌について
　　　　　　　高下　弘夫

　　　　　　　2．最近に経験した比較的珍らしい数症例について

　　　　　　　藤岡　幸雄

第17回1．唾液腺のグリコプロテインの特徴
　　　　　　　川崎　裕也

　　　　　　　2．最近の補綴臨床例から

　　　　　　　　イ）Dolder　アタッチメントの改良例について

　　　　　　　　ロ）緩圧二重義歯について

　　　　　　　　ハ）開口障害の治療法としての前歯部の二重義歯について

　　　　　　　懸田　利孝

第18回1．自己免疫疾患と口腔疾息との関連について一ある一つのスペキュレーションー

　　　　　　　斉藤　泰一・佐藤　敏彦

　　　　　　　2．顎骨疾患のX線診断

　　　　　　　抑沢　　融

第19回1．歯科材料の動力学的試験について（応用アクリル樹脂の疲労試験）

　　　　　　　亀田　　務・松隅　　保

　　　　　　　2．当地域における矯正臨床の実態について

　　　　　　　石川富士郎
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第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回
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1．唾液腺腫瘍の実験的発生にっいて

鈴木　鍾美・中嶋　　武

2．近代の補綴医療について

沢木　　新

1．根管解放時の根管内細胞相の変化（予報）

本谷　　昭・高野　和子

2．歯の移植について

中山　栄雄

3．緑色連鎖球菌に関する研究

冨沢万之助

1．骨内嵌植義歯の実験的研究第1報　直後嵌植法について

中嶋　武・西郷典安・大沢憲三
2．床用メタアクリル樹脂の曲げ強さ

亀田　　務

1．歯周病の免疫学的研究　第2報　歯槽膿漏症をともなった妊婦血清の免疫電気泳

動について

佐藤　敏彦

2．気候要素変化並びに不連続線通過と歯病発作の関係にっいて

和田　勝夫

3．グリシン生合成の新反応について

川崎　裕也

1．家族的にみられたDysostosis　cleidocranialis（鎖骨頭異骨症）の矯正学的観祭

遠藤　　孝・石川富士郎・亀谷　哲也・柳沢　　融

2．最近3年間の一般細菌検査および感受性検査の成績にっいて

小川　邦明・中里　紘一

初期麟蝕にっいて（討論会形式）

生化学的立場から　　　　川崎　裕也

病理学的立場から　　　　　鈴木　鍾美

細菌学的立場から　　　　　冨沢万之助

臨床的立場から　　　　　石橋　真澄
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第26

第27

第28

第29

第30

第31

回　　1．甲状腺の臆胞形成と分泌機能にっいて

　　鈴木　和夫・大門　建夫

　　2．歯の根面にみられる小孔について

　　恩田　千爾

回　　1．口腔粘膜の神経終末について

　　小笠原佑吉・藤岡　幸雄

　　2．窩洞の窩縁形態に関する研究（アマルガム窩洞について）

　　照井　保之

回　　1．歯の発育葉

　　恩田千　爾

　　2．最近に経験した三叉神経痛の臨床成績について

　　工藤　啓吾・玉木　功一・本間　隆義

回　　1．電子顕微鏡像の読みかた

　　鈴木　和夫

　　2．ヒト胎児大口腔腺の電子顕微鏡的観察

　　立花　民子

　　3．欧米の口腔衛生教育をみて

　　森本　　基

回　　1．口蓋裂患者の言語障害とその治療一特にスピーチエイドについて一

　　大橋　　靖

　　2．臨床薬理学の一分野一薬効の判定について一

　　斎藤　泰一

回　　1．岩手県におけるPTC味盲について

　　伊藤　克之・早乙女容子・鈴木　伸六・大沢　憲二・西郷　典安・高下　弘夫

　　2．本学附属病院外来患者のPTC味盲について

　　高下　弘夫・大沢　憲二・早乙女容子・伊藤　克之・武田　武美・岡田　宗二

　　3．下顎智歯萌出角度に関するX線学的考察

　　中里　紘一・小川　邦明・大橋　　靖・藤岡　幸雄・柳沢　　融

　　4．非平行性の有髄歯支台に対する新考案の懸田式Telescopic　attachmentとその臨

　　床例について

　　中嶋　　武・大沢　憲二・笹屋起久味



岩手医科大学歯学雑誌　19巻増刊号 83

第32回1．岩手県におけるPTC味盲について（H）特に雫石町，紫波町および山田町居住者

　　　　　　　について

　　　　　　早乙女容子・大沢　憲二・伊藤　克之

　　　　　　　2．下顎骨周囲結紮法による小児下顎骨骨折の2治験例

　　　　　　　青村　修明・大橋　　靖

　　　　　　　3．斜位頭部X線規格写真による歯の位置に関する研究，特に小臼歯，大臼歯にっい

　　　　　　　て

　　　　　　　亀谷　哲也

第33回　1．咬合力の一測定法にっいて
　　　　　　　大泉　貞治

　　　　　　　2．口腔正常上皮および悪性腫瘍粗織のオートラジオグラフィによる研究

　　　　　　　関山　三郎

第34回　1．インレー合着力に関する研究

　　　　　　　照井　保之

　　　　　　　2．ラッテ痩胆汁の分泌にっいての研究（特に固有胆汁，刺激胆汁量について）

　　　　　　　伊藤　克之・早乙女容子・高下　弘夫

　　　　　　　3．陶材の色調と色差にっいて（その1）

　　　　　　　懸田　利孝・梅原　正年・中鳴　　武・大沢　憲二・笹星起久味

第35回　1．遺伝的エナメル質減形成の一家系

　　　　　　　照井　保之・甘利　英一

　　　　　　　2．抗炎症剤の薬理

　　　　　　　斎藤　泰一

第36回　1．フラスコクランプの改良にっいて

　　　　　　　咲山　久子

　　　　　　　2．床用メタクリル樹脂のクリープ特性について

　　　　　　　市丸　俊夫

第37回　1．放射線骨障害にっいて
　　　　　　　柳沢　　融

　　　　　　　2．ニューヨークでの研究と想出

　　　　　　　猪股孝四郎

　　　　　　　3．歯学談話会一年をかえりみて

　　　　　　　高下　弘夫・大橋　　靖
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第38回　1．小児にみられた歯系腫瘍の3例

　　　　　　　関山　三郎・玉木　功一・大橋　　靖・藤岡　幸雄・鈴木　鍾美

　　　　　　　2．口腔粘膜の微細構造

　　　　　　　鈴木　和夫

　　　　　　　3．歯周疾息について

　　　　　　　和田　勝夫

第39回　1．抜歯後の歯周組織の変化についてその1隣在歯歯肉縁の経日的変化

　　　　　　　陳　　仁敏・大沢　憲二・懸田　利孝

　　　　　　　2．抜歯後の歯周組織の変化について　その2　抜歯窩の結合組織

　　　　　　　陳　　仁敏・中鳴　　武・懸田　利孝・鈴木　和夫

　　　　　　　3．全身性疾患と歯周組織一実験的脂質代謝異常の見地から一

　　　　　　　上野　和之

　　　　　　　4．Thyrocalcitoninの骨に及ぼす作用について

　　　　　　　鈴木　鍾美・阿部　　実・岡野郁二三

第40回　1．下顎前突の治療指針
　　　　　　　石川富士郎・遠藤　　孝・亀谷　哲也・国武　和春

　　　　　　　2．歯髄炎の保存療法にっいて（その研究の現状）

　　　　　　　石橋　真澄

第41回　1．上顎歯肉部にみられた黄色肉芽腫の1例

　　　　　　　本間　隆義

　　　　　　　2．歯周疾患評価に関する一考察

　　　　　　　上野　和之

　　　　　　　3．歯周疾患患者におけるブラッシングの効果について

　　　　　　　上野　和之

　　　　　　　4．下顎第2小臼歯の2根とこう徴

　　　　　　　恩田　千爾・遠藤　　甫・森　　雄一

第42回　1．スピーチエイド適応症にっいての診断学的研究その1側面頭部x線規格写真

　　　　　　　計測

　　　　　　　玉木　功一・大橋　　靖

　　　　　　　2．Szτsαηg痂stype　Iの類似菌にっいて

　　　　　　　冨沢万之助・平田　佳子・本田　寿子
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第43回　1．歯牙萌出時の歯肉粘膜上皮の変化にっいて

　　　　　　　小林　勝代・甘利　英一・鈴木　和夫

　　　　　　　2．一般集団における下顎前突の形態学的研究

　　　　　　　遠藤　　孝・亀谷　哲也・国武　和春・石川富士郎

第44回　1．歯学部長年頭の挨拶
　　　　　　　沢木　　新

　　　　　　　2．下顎部における自家腸骨移植の実験的研究，特に幼犬と成犬との比較について

　　　　　　　工藤　啓吾

　　　　　　　3．第6回アジア大平洋歯科連盟会議に出席して

　　　　　　　斎藤　泰一・佐藤　敏彦

第45回1．口腔カンジダ症の2例
　　　　　　　小川　邦明

　　　　　　　2．ペンライターによる音声の一記録方法

　　　　　　　猪股孝四郎・伊藤　克之・高下　弘夫

第46回1．アマルガムの寸法変化に対する測定荷量の影響

　　　　　　　桂啓　　文・亀田　　務

　　　　　　　2．術後性頬部裏胞の臨床的観察

　　　　　　　工藤　啓吾・藤岡　幸雄・大橋　　靖・関山　三郎・小川　邦明・本間　隆義

第47回　1．妊娠と歯周疾患
　　　　　　　松丸健三郎

　　　　　　　2．X線写真による抜歯創骨性治癒経過の診断

　　　　　　　茂木　健司

第48回1．顔面における運動及び知覚麻痺
　　　　　　　加藤　政孝

　　　　　　　2．第71回全米矯正歯科学会総会に出席して

　　　　　　　石川富士郎

第49回　1．歯周疾患の統計的観察一主訴からみた患者の実態について一

　　　　　　　佐々木隆博・鈴木　英夫・松丸健三郎

　　　　　　　2．歯周疾患者における歯肉補綴物の適用について

　　　　　　　遠藤　　甫・河俣　良文・松丸健三郎・上野　和之

　　　　　　　3．輸血療法

　　　　　　　川村　隆夫
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第50回テレビ歯学講座（16㎜映画）視聴とそれによるデスカッション

　　　　　　　司会　石川富士郎

　　　　　　　顎関節症の特集’

　　　　　　　　顎関節症の基礎　　河村洋二郎

　　　　　　　　顎関節症の診断　　小土肥信良

　　　　　　　　顎関節症の治療　　大森　清弘

第51回特別講演「言語と人間の情報処理機能」

　　　　　　　佐々木達夫

第52回　1．歯芽未完成自家移植5年経過症例についての歯科学的研究

　　　　　　　工藤　啓吾・藤岡　幸雄・大橋　　清・関　　重道・平賀　三嗣・柴田　輝郎・

　　　　　　　吉田　正孝

　　　　　　　2．16㎜映画とデモンストレーション　ァダプティク（コンポジットタイプ充填材）

　　　　　　　の特徴とその使用法

　　　　　　　MOD窩洞充填のシンポジウム（シカゴ大学アンブロー教授による）デンタルサージ

　　　　　　　カル・ユニット（3K－100）の使用法

第53回テーマ：水平位診療とそのすすめ方について

　　　　　　　1．本学における水平位診療の導入について

　　　　　　　沢木　　新

　　　　　　　2．水平位診療とその設備にっいて・オートスライド供覧

　　　　　　　3．各科診療の立場からの水平位診療について

　　　　　　　石橋真澄・沢木　新・藤岡幸雄・大橋　靖・石川富士郎・甘利英一

第54回1．記念講演私の蒐めた異常歯
　　　　　　　恩田　千爾

　　　　　　　2．根管治療の予後にっいて

　　　　　　　八幡　昌介

　　　　　　　発言　　鈴木　鍾美・上野　和之・佐藤　敏彦

　　　　　　　まとめ　石橋　真澄
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第55回

第56回

講　習　会

第57回

第58回

セミナー：抜歯の適応について

司会　斉藤　泰一

1．口腔外科における抜歯の適応と抜歯創の治癒経過について

茂木　健司

2．補綴的にみた抜歯の適応症

大沢　憲二

3．保存治療はどこまで可能か

石橋　真澄

4．X線写真からみた抜歯の可否の判定

柳沢　　融

1．免疫中枢の構造と機能一扁桃・胸腺・虫垂・ファブリキウス裏を中心に一

高木　知道

2．歯齪の結合組織線維ならびに血管の変動

野坂洋一郎

3．歯学談話会一年をかえりみて

斉藤　泰一・石川富士郎

（47年11月～48年4月全5回）

推計学　　　一戸　孝七

1．第2回国際歯科会議（バルセロナ）に出席して

斉藤　泰一

2．無糸核分裂にっいて

尾持　昌次

1．第3回国際歯科矯正学会議（ロンドン）に出席して

石川富士郎

2．視覚情報伝達のメカニズム

鈴木　　隆
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第59回歯周疾患特集　　 司会斉藤泰一
　　　　　　　1．歯周疾患の診断

　　　　　　　上野　和之

　　　　　　　2．治療とメインテナンス

　　　　　　　菅原　教修

　　　　　　　追加発言

　　　　　　　1．歯周疾患に対する補綴処置の限界

　　　　　　　大沢　憲二

　　　　　　　2．歯周疾患で抜歯した後の治癒経過

　　　　　　　茂木　健司

　　　　　　　3．不正咬合と歯周疾患

　　　　　　　石川富士郎

　　　　　　　4．乳歯歯周疾患の治験例

　　　　　　　甘利　英一

第60回テーマ：所謂「一貫教育にっいて」

　　　　　　　1．話のいとぐち

　　　　　　　鈴木　鍾美　歯学部カリキュラム委員長

　　　　　　　2．自由討論

第61回テーマ：卒業後教育に関して
　　　　　　　自由討論

　　　　　　　司会　斉藤　泰一

第62回　1．舌管腫，倭小歯，開咬並びに広汎な歯石沈着症などを伴った1例にっいて

　　　　　　　吉田　正孝・工藤　啓吾・藤岡　幸雄・松丸健三郎・亀谷　哲也・鈴木　鍾美

　　　　　　　2．重複癌の3例にっいて

　　　　　　　鈴木　鍾美’藤岡　幸雄・阿部　節子・工藤　啓吾・関山　三郎・小守林尚之・

　　　　　　　柳沢　　融・松枝　恭俊・高橋　　寛

　　　　　　　3．歯周疾患患者歯肉のマスト細胞について

　　　　　　　油井　孝雄・菅原　教修・近藤　秀男・上野　和之

　　　　　　　4．走査型電子顕微鏡　一硬組織および軟組織の場合一

　　　　　　　野坂洋一郎・高木　知道

第63回1．エナメル表層の化学一特に［］腔衛生の立場から一

　　　　　　　高江洲義矩

　　　　　　　2．歯学会の創設に関して

　　　　　　　岩手医大歯学会設立委員会
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第64回走査型電子顕微鏡X線アナライザーについて一アマルガムの分析を中心にして一

　　　　　　　市丸　俊夫

第65回新学長を囲む談話会
　　　　　　　三田　俊定

第66回1．口腔リンパ組織の発生：ウサギロ蓋扁桃の走査型電子顕微鏡による観察

　　　　　　　斉藤　　博・安蘇　規子・高木　知道

　　　　　　　2．Amyloidosisを伴ったmedian　rhomboid　glossitisの一例

　　　　　　　阿部　節子・鈴木　鍾美・山岡　　豊・平賀　三嗣

　　　　　　　3．S抗8αηg痂sについて

　　　　　　　冨沢万之助・本田　寿子・田近志保子・平田　佳子

　　　　　　　4．歯冠側壁と歯周組織形態の開連について

　　　　　　　伊藤　一三・野坂洋一郎

　　　　　　　5．口腔組織特に歯肉のインピーダンス変化について

　　　　　　　八幡　文和・平　　孝清・松本　範雄・鈴木　　隆

　　　　　　　6．視覚領18野単一ニューロンの興奮性に及ほす歯髄刺激の影響

　　　　　　　鈴木　　隆・布川　茂樹・八幡　文和・平　　孝清

　　　　　　　7．混合唾液画分中のアミノ酸組成について

　　　　　　　武者　良憲・高江洲義矩

第67回　1．口腔外科領域の全身麻酔下手術

　　　　　　　平賀　三嗣

　　　　　　　2．障害児の口腔管理　特にC・P児の刷掃指導について

　　　　　　　金子信一郎

第68回1．北津軽地方における斑状歯発生の背景一とくに飲料水中化学成分について一

　　　　　　　松田　和弘

　　　　　　　2．ヒトロ腔粘膜の走査電顕による観察一歯肉について一

　　　　　　　藤田　進・小島　誠・関山三郎

　　　　　　　3．口腔粘膜および皮膚の発生にともなう表層変化一走査型電子顕微鏡による観察一

　　　　　　　安蘇　規子・斉藤　　博・高木　知道

　　　　　　　特別講演「視覚領17野ニューロンの興奮性に及ばす歯髄情報の影響」

　　　　　　　鈴木　　隆
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第69

第70

第71

第72

回　特別講演　「口腔癌の療法と予後に関する研究」

　　関山　三郎

回　　1．抜歯後出血をきたした真性赤血球増多症を疑わせた一例

　　大渕　義孝・関山　三郎・森　　　豊・小島　　誠

　　2．S抗8αηgμおHおよびその類似菌について　特に外国株と教室保存株の比較

　　冨沢万之助・平田　佳子

　　3．ウサギおよび犬に多い疾患の予防と治療法にっいて

　　吉田　　煕

　　4．走査型電子顕微鏡の利用による歯牙の構造

　　高木　知道・安蘇　規子・斉藤　　博

回　　1．培養した重層扁平上皮の構造変化について

　　安蘇　規子・斎藤　　博・高木　知道

　　2．松尾村における乳歯う蝕の罹患状況と歯科保健活動について

　　原田　　潮・飯島　洋一・高江洲義矩

　　3．抑制矯正（interceptive　orthodontics）について　一症例を提示して一

　　田中　　誠・伊藤　　修・水野　利恭・三條　　勲・石川富士郎

　　4．Dysostosis　cleidocranialisの1例

　　鈴木有一・小守林尚之・関山三郎・柳沢　融・水口　博・猪苗代盛昭

回　　昭和51年3月12日（金）午後5時より歯学部第4講義室において第72回の歯学談話

　　会が開催された。演題は斎藤教授（歯科薬理）による「第6回国際薬理学会に出席し

　　て一Suomiの言語と生活を中心に一」。ヘルシンキにおける学会出席時の印象につい

　　てのスライド供覧とフィンランド語についてテープ録音による解説などがあった。講

　　演終了後，今後の歯学談話会について出席者による討議が行われた。従来の歯学談話

　　会は今回をもって終回となり，今後は岩手医科大学歯学会の中に包括されることに

　　なった。
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著者名索引
ゴシックは巻を示し、その後の数字は頁を表わす。（

ローマ数字は歯学談話会の回を示している。

）数字は口演抄録
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